
地域に踏み込むはじめのいっぽ

越境する人が増えると社会はインクルーシブになっていく

障害のある学生は年々増えているのをご存じですか？大学は、初めて親元を離れ
たり、社会的な活動も自分で選択し、次のキャリアを考えていく大事な時期。
学生支援の取り組みは広まってきているものの、就職活動となるとまだまだ壁が
多いのが現状です。そもそも情報が少ない、アルバイトやインターンの機会も少
ない、ロールモデルがいない…そんな中で、会社に勤めるというだけでなく、社会
人としてどう生きていくかという広い意味での「キャリア」について似たような境遇
の仲間と出会いながら共に学んでいく機会をつくれないかと模索しているゲスト
の山田さんにお話を伺います。
「障害がある人のために」という支援する・されるの関係でなく、「障害がある人た
ちとともに」社会をつくっていくために、どうさまざまな形での参加の機会を整えて
いくか。ダイバーシティ＆インクルージョンについて考えてみたいあなたのご参加
をお待ちしています！
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「ために」から「ともに」へ
障害のある学生のキャリア支援から考える共生社会
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